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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成23年6月2日(2011.6.2)

【公表番号】特表2004-508167(P2004-508167A)
【公表日】平成16年3月18日(2004.3.18)
【年通号数】公開・登録公報2004-011
【出願番号】特願2002-524607(P2002-524607)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  46/52     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  39/16     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  46/42     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ  46/52    　　　Ａ
   Ｂ０１Ｄ  39/16    　　　Ｅ
   Ｂ０１Ｄ  46/42    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月14日(2011.4.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
　【特許請求の範囲】
　　【請求項１】
　エアフィルタ・アセンブリであって、
　（ａ）前記エアフィルタ・アセンブリは、空気入口と、空気出口と、ハウジングをフィ
ルタチャンバと清浄空気チャンバとに分離するスペーサ壁とを含むハウジングを有し、前
記スペーサ壁は、その内部に第１の空気流アパーチャを含み、
　（ｂ）前記エアフィルタ・アセンブリは、空気流を介して前記スペーサ壁の前記第１の
空気流アパーチャに連絡するよう位置決めされた第１のフィルタ構造を含み、前記第１の
フィルタ構造は、フィルタ構造内部清浄空気チャンバを画定するひだ付きフィルタ媒体複
合体の延長部を含み、
　　（ｉ）前記第１のフィルタ構造が、空気流を介して前記スペーサ壁の前記第１の空気
流アパーチャに連絡するように、前記フィルタ内部清浄空気チャンバと共に位置が定めら
れ、
　　（ｉｉ）前記ひだ付きフィルタ媒体複合体がポリマーのファインファイバの層で少な
くとも部分的に覆われた基体を含み、
　　　（Ａ）前記ファインファイバは、１６時間の試験時間中１４０°Ｆの空気および相
対湿度１００％の試験条件に曝露された後に前記ファインファイバの３０％よりも多い量
をフィルタ目的のために変化しない状態で保持しているような、約０．０１～０．５ミク
ロンの直径を含み、
　（ｃ）前記エアフィルタ・アセンブリは、前記フィルタ構造内部清浄空気チャンバに空
気のパルスを向けるよう配置されたパルスジェット・クリーニングシステムを含むことを
特徴とするエアフィルタ・アセンブリ。
　　【請求項２】
　前記ポリマーが縮合ポリマーまたは付加ポリマーを含むことを特徴とする請求項１に記
載のエアフィルタ・アセンブリ。
　　【請求項３】
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　前記ポリマーが、約１～４０重量％の架橋剤で架橋されていることを特徴とする請求項
２に記載のエアフィルタ・アセンブリ。
　　【請求項４】
　環状ラクタムと、Ｃ６～１０ジアミンモノマーまたはＣ６～１０二酸モノマーとから形
成されたコポリマー以外の縮合ポリマーと、分子量が約５００～３０００でかつ芳香族の
特性を有するオリゴマーを含む樹脂状添加剤とを含み、前記樹脂状添加剤が、前記縮合ポ
リマーに対して混和性であることを特徴とする請求項２に記載のエアフィルタ・アセンブ
リ。
　　【請求項５】
　前記縮合ポリマーが、ナイロン６を含むことを特徴とする請求項２に記載のエアフィル
タ・アセンブリ。
　　【請求項６】
　（ａ）前記スペーサ壁の第１の空気流アパーチャ中に取り付けられ、前記第１のフィル
タ構造内部清浄空気チャンバ内に突出するよう位置決めされた、第１のベンチュリエレメ
ントをさらに含み、
　　（ｉ）前記パルスジェット・クリーニングシステムが、前記清浄空気チャンバから前
記第１のフィルタ構造に向かって、空気パルスを前記第１のベンチュリエレメントに向け
るよう配置された第１のブロー・パイプを含んでいることを特徴とする請求項１に記載の
エアフィルタ・アセンブリ。
　　【請求項７】
　（ａ）前記第１のフィルタ構造が、中心アパーチャを有する第１のエンド・キャップを
含み、前記フィルタ媒体の延長部が前記第１のエンド・キャップ内に埋め込まれているこ
とを特徴とする請求項１に記載のエアフィルタ・アセンブリ。
　　【請求項８】
　（ａ）前記第１のフィルタ構造が、軸方向に位置合わせされた第１および第２のフィル
タエレメントを含み、
　　（ｉ）ひだ付きフィルタ媒体複合体の前記延長部が、前記第１のフィルタエレメント
内に媒体の第１の延長部と、前記第２のフィルタエレメント内に媒体の第２の延長部とを
含むことを特徴とする請求項１に記載のエアフィルタ・アセンブリ。
　　【請求項９】
　（ａ）前記スペーサ壁が、その内部に第２の空気流アパーチャを含み、
　前記アセンブリが、
　　（ｉ）空気流を介して前記スペーサ壁の前記第２の空気流アパーチャに連絡するよう
位置決めされた第２のフィルタ構造をさらに含み、前記第２のフィルタ構造が第２のフィ
ルタ構造内部清浄空気チャンバを画定するひだ付きフィルタ媒体複合体の延長部をさらに
含み、
　　　（Ａ）前記第２のフィルタ構造が、空気流を介して前記スペーサ壁の第２の空気流
アパーチャに連絡するよう前記第２のフィルタ内部清浄空気チャンバと共に位置が定めら
れ、
　　　（Ｂ）前記第２のフィルタ構造の前記ひだ付きフィルタ媒体複合体が、ファインフ
ァイバ層で少なくとも部分的に覆われた基体を含むことを特徴とする請求項１に記載のエ
アフィルタ・アセンブリ。
　　【請求項１０】
　（ａ）前記スペーサ壁が、その内部に第２の空気流アパーチャを含み、
　　前記アセンブリが更に、
　　　（ｉ）空気流を介して前記スペーサ壁の前記第２の空気流アパーチャに連絡するよ
う位置決めされた第２のフィルタ構造を含み、前記第２のフィルタ構造は、第２のフィル
タ構造内部清浄空気チャンバを画定するひだ付きフィルタ媒体複合体の延長部を含み、
　　　　（Ａ）前記第２のフィルタ構造が、空気流を介して前記スペーサ壁の第２の空気
流アパーチャに連絡するよう前記第２のフィルタ内部清浄空気チャンバと共に位置が定め
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られ、
　　　　（Ｂ）前記第２のフィルタ構造の前記ひだ付きフィルタ媒体複合体が、ファイン
ファイバ層で少なくとも部分的に覆われた基体を含み、
　　　（ｉｉ）前記アセンブリが更に、前記スペーサ壁の第２の空気流アパーチャ内に取
り付けられ、前記第２のフィルタ構造内部清浄空気チャンバ内に突出するよう位置決めさ
れた、第２のベンチュリエレメントを含み、
　　　（ｉｉｉ）前記アセンブリが更に、前記清浄空気チャンバから前記第２のフィルタ
構造に向けて、空気パルスを前記第２のベンチュリエレメントに向けるよう配置された第
２のブロー・パイプを含むことを特徴とする請求項１に記載のエアフィルタ・アセンブリ
。
　　【請求項１１】
　空気を濾過するための方法であって、
　（ａ）前記方法は、空気を請求項１に記載のエアフィルタ・アセンブリを通して導く工
程を含み、
　（ｂ）前記方法は、前記空気を前記フィルタチャンバに向けた後、前記空気を第１のフ
ィルタ構造のひだ付きフィルタ媒体複合体の延長部に通してフィルタ構造内部清浄空気チ
ャンバに向ける工程を含み、前記第１のフィルタ構造が、空気流を介して前記スペーサ壁
の第１の空気流アパーチャに連絡するよう位置決めされ、前記ひだ付きフィルタ媒体複合
体の延長部がフィルタ構造内部清浄空気チャンバを画定し、
　　（ｉ）前記第１のフィルタ構造が、空気流を介して前記スペーサ壁の第１の空気流ア
パーチャに連絡するよう前記フィルタ内部清浄空気チャンバと共に位置が定められ、
　　（ｉｉ）前記媒体複合体は、層で少なくとも部分的に覆われた基体を含み、前記層が
、ファインファイバを含み、
　（ｃ）前記方法は、前記空気を第１のフィルタ構造のひだ付きフィルタ媒体複合体の延
長部に通してフィルタ構造内部清浄空気チャンバに向けた後で、前記空気を前記清浄空気
チャンバに向けて前記ハウジングから出す工程を含むことを特徴とする方法。
　　【請求項１２】
　前記ひだ付きフィルタ媒体複合体に収集された微粒子を少なくとも部分的に除去するた
め空気のパルスを前記フィルタ構造内部清浄空気チャンバに向ける工程をさらに含むこと
を特徴とする請求項１１に記載の方法。
　　【請求項１３】
　前記ひだ付きフィルタ媒体複合体に収集された微粒子を少なくとも部分的に除去するた
め空気のパルスを前記フィルタ構造内部清浄空気チャンバに向ける前記工程は、前記第１
のフィルタ構造内部清浄空気チャンバ内に突出するよう取り付けられたベンチュリエレメ
ントに空気のパルスを向ける工程を含むことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
　　【請求項１４】
　前記ハウジングのスペーサ壁が、複数のフィルタ構造のひだ付きフィルタ媒体複合体の
複数の延長部を含み、前記ひだ付きフィルタ媒体複合体の延長部のそれぞれが、それぞれ
フィルタ構造内部清浄空気チャンバを画定することを特徴とする請求項１１に記載の方法
。
　　【請求項１５】
　前記ひだ付きフィルタ媒体複合体のそれぞれに収集された微粒子を少なくとも部分的に
除去するために、空気のパルスを前記フィルタ構造内部清浄空気チャンバのそれぞれに向
ける工程をさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
　　【請求項１６】
　前記ひだ付きフィルタ媒体複合体のそれぞれに収集された微粒子を少なくとも部分的に
除去するために、空気のパルスを前記フィルタ構造内部清浄空気チャンバのそれぞれに向
ける前記工程が、それぞれのフィルタ構造内部清浄空気チャンバ内に突出するようそれぞ
れ取り付けられた複数のベンチュリエレメントに空気のパルスを向ける工程を含むことを
特徴とする請求項１２に記載の方法。
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　　【請求項１７】
　前記ひだ付きフィルタ媒体複合体に収集された微粒子を少なくとも部分的に除去するた
めに前記媒体を振動させる工程をさらに含むことを特徴とする請求項１２に記載の方法。


	header
	written-amendment

